
(57)【要約】

【課題】安価に製造でき、小型で作業者が手で支持しな

がら散布作業を行うものとして好適な液肥散布装置を提

供すること。

【解決手段】下方に向けて開口させた液肥噴出口５を備

えたノズル３と、液肥噴出口５の下方に所定の間隔を開

けて液肥噴出口５に対面させて配置した非回転の液肥拡

散部４とを備える。液肥拡散部４は、液肥を受ける円形

をなす上面４ａが平坦面に形成される。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 方 に 向 け て 開 口 さ せ た 液 肥 噴 出 口 を 備 え た ノ ズ ル と 、 前 記 液 肥 噴 出 口 の 下 方 に 所 定 の
間 隔 を 開 け て 前 記 液 肥 噴 出 口 に 対 面 さ せ て 配 置 し た 非 回 転 の 液 肥 拡 散 部 と を 備 え 、 前 記 液
肥 拡 散 部 は 、 液 肥 を 受 け る 円 形 を な す 上 面 が 平 坦 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液
肥 散 布 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 液 肥 を 誘 導 す る た め の 液 肥 誘 導 管 を 備 え た 本 体 枠 を 有 し 、 前 記 ノ ズ ル 又 は 前 記 液 肥 誘 導
管 の 端 部 の 何 れ か 一 方 に 雌 ネ ジ 部 が 設 け ら れ 、 残 る 他 方 に 前 記 雌 ネ ジ 部 と 螺 合 し 合 う 雄 ネ
ジ 部 が 設 け ら れ 、 前 記 ノ ズ ル が 前 記 液 肥 誘 導 管 の 端 部 に 対 し て 交 換 可 能 に 取 り 付 け ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 肥 散 布 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 液 体 肥 料 を 散 布 す る 液 肥 散 布 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 液 体 肥 料 や 薬 液 等 の 液 体 を 散 布 す る 散 布 装 置 と し て は 、 給 送 ポ ン プ に よ り 加 圧 さ
れ て 供 給 さ れ た 液 体 肥 料 や 薬 液 を 先 端 に 小 径 の 孔 を 複 数 有 す る ノ ズ ル に よ り 直 接 噴 霧 し て
い た 。 ま た 、 例 え ば 、 実 開 昭 ６ ３ － ６ ０ ６ ５ 号 公 報 に は 、 回 転 自 在 の 円 錐 形 円 板 ノ ズ ル の
上 側 表 面 に 対 向 し て 、 所 定 の 間 隔 を お い て 円 錐 形 カ バ を 設 け 、 円 錐 形 円 板 ノ ズ ル の 上 側 表
面 の 頂 部 に 薬 液 供 給 口 を 配 設 し た 薬 剤 散 布 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 実 開 平 ５ － ３ ３ ８ ５ ９
号 公 報 に は 、 傘 型 カ バ ー の 上 部 に モ ー タ が 配 置 さ れ 、 傘 型 カ バ ー の 内 部 に モ ー タ の 回 転 軸
に 固 定 さ れ た 重 層 円 盤 が 配 設 さ れ 、 重 層 円 盤 の 上 方 に 斜 め 方 向 か ら ノ ズ ル が 挿 通 さ れ 、 タ
ン ク 内 の 農 薬 が 給 液 管 を 介 し て ノ ズ ル か ら 回 転 す る 重 層 円 盤 に 向 け て 供 給 さ れ 、 散 布 口 か
ら 散 布 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 散 布 器 が 記 載 さ れ て い る 。 さ ら に 、 実 開 平 ６ － ２ ９ ６ ４ ７
号 公 報 に は 、 略 鉛 直 方 向 に 回 転 軸 を 有 す る 円 板 と 、 こ の 円 板 の 周 縁 に 配 さ れ た 複 数 枚 の 送
風 羽 根 と 、 送 風 羽 根 を 有 す る 円 板 を 水 平 面 内 で 回 転 駆 動 す る た め の 回 転 駆 動 器 と 、 円 板 の
上 か ら 薬 液 を 滴 下 す る 薬 液 滴 下 器 と を 台 車 に 搭 載 し た 薬 液 散 布 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の 従 来 の 散 布 装 置 は 、 薬 液 や 粉 粒 体 を 何 れ も モ ー タ 等 の 駆 動 源 に よ り 回 転 す る 回 転
円 盤 に よ り 周 囲 に 散 布 さ せ る も の で あ っ た 。 こ の た め 、 モ ー タ 等 の 駆 動 源 を 備 え る た め 重
量 が 増 し 、 装 置 も 高 価 に な る も の で あ っ た 。 ま た 、 回 転 円 盤 を 備 え る た め 、 回 転 円 盤 を 覆
う た め の カ バ ー を 要 す る た め 、 装 置 も 大 き く な り 、 作 業 者 が 手 で 支 持 し な が ら 散 布 作 業 を
行 う も の と し て は 適 し た も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 安 価 に 製 造 で き 、 小 型 で 作 業 者 が 手 で 支 持 し な が ら
散 布 作 業 を 行 う も の と し て 好 適 な 液 肥 散 布 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 液 肥 散 布 装 置 は 、 下 方 に 向 け て 開 口 さ せ た 液 肥 噴 出 口 を 備 え た ノ ズ ル と
、 前 記 液 肥 噴 出 口 の 下 方 に 所 定 の 間 隔 を 開 け て 前 記 液 肥 噴 出 口 に 対 面 さ せ て 配 置 し た 非 回
転 の 液 肥 拡 散 部 と を 備 え 、 前 記 液 肥 拡 散 部 は 、 液 肥 を 受 け る 円 形 を な す 上 面 が 平 坦 面 に 形
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 液 肥 散 布 装 置 は 、 請 求 項 １ に 係 る 液 肥 散 布 装 置 に お い て 、 液 肥 を 誘 導 す
る た め の 液 肥 誘 導 管 を 備 え た 本 体 枠 を 有 し 、 前 記 ノ ズ ル 又 は 前 記 液 肥 誘 導 管 の 端 部 の 何 れ
か 一 方 に 雌 ネ ジ 部 が 設 け ら れ 、 残 る 他 方 に 前 記 雌 ネ ジ 部 と 螺 合 し 合 う 雄 ネ ジ 部 が 設 け ら れ
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、 前 記 ノ ズ ル が 前 記 液 肥 誘 導 管 の 端 部 に 対 し て 交 換 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 液 肥 散 布 装 置 に よ れ ば 、 モ ー タ 等 の 駆 動 源 に よ り 回 転 す る 回 転 円 盤 を 採
用 し た も の に 比 し て 安 価 に 製 造 で き る 。 ま た 、 モ ー タ 等 の 駆 動 源 、 回 転 円 盤 、 回 転 円 盤 を
覆 う カ バ ー が な い た め 、 重 量 が 軽 く 小 型 で あ る か ら 、 作 業 者 が 手 で 支 持 し な が ら 散 布 作 業
を 行 う も の と し て 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 液 肥 散 布 装 置 に よ れ ば 、 液 肥 噴 出 口 を 備 え た ノ ズ ル が 液 肥 誘 導 管 の 端 部
に 対 し て 交 換 可 能 で あ る か ら 、 液 肥 に 固 形 物 が 混 じ っ て い る 場 合 、 固 形 物 の 大 き さ に 応 じ
て 液 肥 噴 出 口 の 径 の 大 き さ を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 考 案 の 実 施 形 態 に
係 る 液 肥 散 布 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 液 肥 散 布 装 置 １ は 、 概 略 と し て 、 本 体 枠 ２ と 、 下
方 に 向 け て 開 口 さ せ た 液 肥 噴 出 口 ５ を 備 え た ノ ズ ル ３ と 、 液 肥 噴 出 口 ５ の 下 方 に 所 定 の 間
隔 を 開 け て 液 肥 噴 出 口 ５ に 対 面 さ せ て 配 置 し た 非 回 転 の 液 肥 拡 散 部 ４ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 体 枠 ２ は 、 上 下 方 向 に 向 い た 後 部 支 持 杆 部 ６ と 、 後 部 支 持 杆 部 ６ の 下 端 か ら 前 方 に 向
け て 延 出 す る 下 部 支 持 杆 部 ７ と 、 後 部 支 持 杆 部 ６ の 上 端 か ら 前 方 に 向 け て 延 出 す る 上 部 支
持 杆 部 ８ と で 構 成 さ れ 、 上 部 支 持 杆 部 ８ は 下 部 支 持 杆 部 ７ よ り も 長 手 方 向 の 寸 法 が 短 く 形
成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 上 部 支 持 杆 部 ８ の 前 端 に 、 ノ ズ ル ３ が 交 換 可 能 に 取 り 付
け ら れ る 。 ノ ズ ル ３ は 、 基 部 に 対 し て 先 端 部 が 直 角 に 屈 曲 さ れ た 管 体 で 形 成 さ れ て お り 、
ノ ズ ル ３ の 基 端 内 周 に は 雌 ネ ジ 部 ９ が 形 成 さ れ 、 ノ ズ ル ３ の 先 端 面 に は 円 形 の 開 口 よ り な
る 液 肥 噴 出 口 ５ が 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 部 支 持 杆 部 ８ の 前 端 に は 、 ノ ズ ル ３ の 雌 ネ ジ 部 ９ と 螺 合 す る 雄 ネ ジ 部 １ ０ が 形 成 さ れ
て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 ノ ズ ル ３ は 、 上 部 支 持 杆 部 ８ の 前 端 の 雄 ネ ジ 部 １ ０ に 対 し て ノ ズ ル
３ の 基 端 の 雌 ネ ジ 部 ９ が ネ ジ 込 み に よ り 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り 、 上 部 支 持 杆 部 ８ の 前
方 に お い て ノ ズ ル ３ の 液 肥 噴 出 口 ５ が 下 方 に 向 け て 配 置 さ れ る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 、 下 部 支 持 杆 部 ７ は 、 そ の 前 端 が 上 方 に 向 け て 屈 曲 さ れ て お り 、 下 部 支 持 杆 部 ７ の
端 部 に は 液 肥 拡 散 部 ４ が 固 設 さ れ て い る 。 液 肥 拡 散 部 ４ は 、 そ の 下 部 寄 り か ら 上 端 に 亘 っ
て 上 下 方 向 に 向 く 円 柱 形 状 を な し 、 そ の 円 形 の 上 面 ４ ａ は 平 坦 面 に 形 成 さ れ て い る （ 図 ４
参 照 ） 。 液 肥 拡 散 部 ４ の 上 面 ４ ａ は 、 液 肥 噴 出 口 ５ の 下 方 に 所 定 の 間 隔 を 開 け て 液 肥 噴 出
口 ５ に 対 面 し て 配 置 さ れ る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 後 部 支 持 杆 部 ６ の 中 間 上 部 に は 後 方 に 向 け て 延 出 す る 上 部 持 ち 手 部 １ １ が 設 け ら れ 、 後
部 支 持 杆 部 ６ の 中 間 下 部 に は 、 上 部 持 ち 手 部 １ １ と 略 平 行 に 後 方 に 向 け て 延 出 す る 下 部 持
ち 手 部 １ ２ が 設 け ら れ 、 下 部 持 ち 手 部 １ ２ の 後 端 は 上 方 に 向 け て 屈 曲 さ れ る と 共 に 、 上 部
持 ち 手 部 １ １ の 後 端 寄 り に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 上 部 持 ち 手 部 １ １ と 、 上 部 持 ち 手 部 １ １ と の 接 合 部 分 よ り 上 と な る 後
部 支 持 杆 部 ６ の 上 部 と 、 上 部 支 持 杆 部 ８ と 、 雄 ネ ジ 部 １ ０ が そ れ ぞ れ 内 部 で 連 通 す る 管 体
で 構 成 さ れ 、 １ つ の 液 肥 誘 導 管 １ ３ を 形 成 す る 。 ま た 、 上 部 持 ち 手 部 １ １ の 後 端 に は 外 部
に 開 口 す る 液 肥 投 入 口 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 該 液 肥 投 入 口 １ ４ に は 、 図 示 し な い 液 肥 給
送 管 が 接 続 さ れ 、 図 示 し な い 送 出 ポ ン プ の 作 動 に よ り 、 液 肥 給 送 管 を 介 し て 液 肥 が 液 肥 投
入 口 よ り 液 肥 誘 導 管 に 給 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 液 肥 散 布 装 置 １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 使 用 に あ た っ て は 、
上 部 持 ち 手 部 １ １ 及 び 下 部 持 ち 手 部 １ ２ を 手 で 持 っ て 液 肥 散 布 装 置 １ を 支 持 し 、 液 肥 噴 出
口 ５ を 散 布 箇 所 の 上 方 に 位 置 さ せ る 。 前 述 の よ う に 図 示 し な い 送 出 ポ ン プ を 作 動 さ せ る と
、 液 肥 給 送 管 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 液 肥 が 液 肥 投 入 口 １ ４ よ り 液 肥 誘 導 管 １ ３ に 給 送 さ れ
る 。 な お 、 バ ル ブ （ 図 示 せ ず ） に よ り 液 肥 の 圧 力 、 流 量 を 調 整 す る 。 液 肥 誘 導 管 １ ３ に 給
送 さ れ た 液 肥 は 、 ノ ズ ル ３ を 通 じ て 液 肥 噴 出 口 ５ か ら 下 方 に 噴 出 し 、 液 肥 拡 散 部 ４ の 上 面
４ ａ に 勢 い よ く 当 っ て 四 方 に （ 周 囲 に ） 拡 散 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 に お い て 、 液 肥 拡 散 部 ４ の 径 の 大 き さ は 、 液 肥 噴 出 口 ５ の 径 の ２ 倍 以 上 の 大 き さ
と す る 。 実 施 形 態 で は 、 一 例 と し て 、 液 肥 噴 出 口 ５ の 径 を １ ０ ｍ ｍ 、 液 肥 拡 散 部 ４ の 径 を
４ ０ ｍ ｍ と し た 。 ま た 、 液 肥 噴 出 口 ５ と 液 肥 拡 散 部 ４ の 上 面 と の 間 隔 を ５ ｍ ｍ と し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 液 肥 は 種 類 に よ っ て は 固 形 物 が 混 じ っ て い る こ と が あ る 。 例 え ば 、 液 肥 と し て 糞
尿 を 使 用 す る 場 合 に は ト イ レ ッ ト ペ ー パ 等 の 残 存 が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 場 合 、 固 形 物
の 大 き さ に 応 じ て 液 肥 噴 出 口 ５ の 径 の 大 き さ を 決 め る よ う に す れ ば よ い 。 用 途 に 応 じ て 液
肥 噴 出 口 ５ の 径 の 大 小 変 更 を ノ ズ ル 交 換 に よ り 行 う 。 即 ち 、 ノ ズ ル ３ を 本 体 枠 ２ の 上 部 支
持 杆 部 ８ か ら ネ ジ を 緩 め る よ う に し て 取 り 外 し 、 所 望 す る 径 の 大 き さ の 液 肥 噴 出 口 ５ を 有
す る ノ ズ ル ３ を ネ ジ 込 み に よ り 取 り 付 け て 交 換 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 ノ ズ ル ３ に 雌 ネ ジ 部 ９ が 設 け ら れ 、 上 部 支 持 杆 部 ８ （ 液 肥 誘 導 管 １
３ ） の 端 部 に 雄 ネ ジ 部 １ ０ が 設 け ら れ て い る が 、 こ れ に 代 え て 、 ノ ズ ル ３ に 雄 ネ ジ 部 １ ０
が 設 け ら れ 、 上 部 支 持 杆 部 ８ （ 液 肥 誘 導 管 ） の 端 部 に 雄 ネ ジ 部 １ ０ と 螺 合 す る 雌 ネ ジ 部 ９
が 設 け ら れ 、 前 記 ノ ズ ル が 前 記 液 肥 誘 導 管 の 端 部 に 対 し て 交 換 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 構 造
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 本 体 枠 ２ の 下 部 支 持 杆 部 ７ に 対 し て 液 肥 拡 散 部 ４ が 単 純 に 固
定 さ れ て い る 構 造 と し た が 、 上 記 雄 ネ ジ 部 と 雌 ネ ジ 部 と の 螺 合 構 造 等 に よ り 、 下 部 支 持 杆
部 ７ に 対 し て 液 肥 拡 散 部 ４ を 取 り 付 け 取 り 外 し 自 在 と し て も よ い 。 例 え ば 、 上 述 の よ う に
、 ノ ズ ル 交 換 に よ り 液 肥 噴 出 口 ５ の 径 を 変 更 し た 場 合 、 交 換 し た 液 肥 噴 出 口 ５ の 径 の 大 き
さ に 応 じ て 液 肥 拡 散 部 ４ を 交 換 す る こ と で 、 液 肥 拡 散 部 ４ の 径 を 変 更 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る 液 肥 散 布 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ノ ズ ル の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 部 支 持 杆 部 ８ （ 液 肥 誘 導 管 ） の 端 部 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 液 肥 拡 散 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 液 肥 散 布 装 置
　 ２ 　 本 体 枠
　 ３ 　 ノ ズ ル
　 ４ 　 液 肥 拡 散 部
　 ４ ａ 　 上 面
　 ５ 　 液 肥 噴 出 口
　 ６ 　 後 部 支 持 杆 部
　 ７ 　 下 部 支 持 杆 部
　 ８ 　 上 部 支 持 杆 部
　 ９ 　 雌 ネ ジ 部
　 １ ０ 　 雄 ネ ジ 部

10

20

30

40

50

(4) JP 3126079 U 2006.10.12



　 １ １ 　 上 部 持 ち 手 部
　 １ ２ 　 下 部 持 ち 手 部
　 １ ３ 　 液 肥 誘 導 管
　 １ ４ 　 液 肥 投 入 口

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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